





土地調?事業研究通訊 = Comparative Study of Cadastral
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次に以下では 1930 から 1940 年代にかけて、国民政府による土地整理事業が直面した問
題を考察する。これは名義上の「戸」による納税が広く行われていたという清代以来の福
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面積は平均して約 2 倍以上にまで増加し23、土地の等級と課税基準（科則）が設定される
と24、課税額も 10 数％から 2 倍程度まで増加した25。また 1941 年に田賦額 1 元を米 2 斗
に換算したものを 1942 年には 3 斗に換算するなど、税額を実質 50％まで増加させた。加
えて、同時に糧食の借り上げと公糧の徴収が実施され、徴収実額は 1941 年の 132.9 万市
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